
「“リエイブルメント”って何だろう？」 
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いつでも 
ご相談ください 

大野北第２☆通信 

◆ 大野北第２☆通信 令和６年度  １月号 ◆ 

令和 7 年１月発行 

  大野北第２地域包括支援センターは、相模原市の委託を受けて活動しています 

日曜・祭日を除く ● 8 : 30 から 17 : 15

CSW（コミュニティソーシャルワーカー）より 

「リエイブルメント」とは「Re-ablement＝再びできるようになる」という意味です。 

加齢や病気などで生活しづらくなった時、ついつい「年だから…」「病気になったから…」 

と思ってしまいますが、運動や活動への参加・少しの工夫で、自分の能力を最大限に生かして 

再び望む生活を取り戻せることもあります。 

いま 
話題の 

当センターでも多くのご相談を 

１人では続けられないという方には、 

また、専門的なアドバイスを必要と 

頂いており、ご自身での取り組み方や、 

地域活動等をご紹介しています。 

する方には、相模原市の各事業のご案内 

や手続きなども行っています。 

左の基本チェックリストを 

利用して自分の 

健康状態を確認しましょう！ 

基本チェックリストは、包括支援センターにご用意がございます。 

回答方法：あなたの現在の状態について 

「はい」「いいえ」の当てはまる方に 

〇をして下さい。回答欄にある数を 

足して結果を計算します。 

★結果は、中面をご覧ください★ 

相模原市社会福祉協議会の CSW 櫻井正孝と CSW 支援員の齋藤梢です。 

今回は、「地域でできるゴミ出し支援の協力」についてご案内します。 

地域では、足腰が弱くなり集積所までのゴミ出しが困難な方がいらっしゃいます。 

ヘルパーさんが対応されていることもありますが、朝食介助やデイサービスの送り出し準備など 

もある中、ゴミ出しは朝の限られた時間ということもあり、決められた時間やルールの中で 

対応につながっていないケースも多くあります。 

そこで、制度等で対応が難しいゴミ出しについて、地域包括支援センターが自治会長や 

民生委員等地域の主だった方に相談をし、近隣の方で協力頂ける方を一緒に探していこうと 

話し合いました。もしも、相談があった際にはできる限りの温かいご協力をお願いいたします。 



◆ 大野北第２☆通信 令和６年度 １月号  ◆  ◆ 大野北第２☆通信 令和６年度  1 月号 ◆ 
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